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別紙１ 

事後調査の結果 

調査項目（大気汚染） 

 

1  調査事項 

(1)  予測した事項 

ア 建設機械の稼働に伴う排出ガスによる大気質の状況 

・浮遊粒子状物質  

・二酸化窒素 

イ 工事用車両の走行に伴う排出ガスによる大気質の状況 

・浮遊粒子状物質 

・二酸化窒素 

(2)  予測条件の状況 

ア 建設機械の稼働に伴う排出ガスによる大気質の状況 

・気象の状況（風向、風速、気温、湿度） 

・建設機械の稼働状況 

・一般環境大気質（バックグラウンド濃度） 

イ 工事用車両の走行に伴う排出ガスによる大気質の状況 

・気象の状況（風向、風速、気温、湿度） 

・工事用車両の台数及び断面交通量 

・一般環境大気質（バックグラウンド濃度） 

(3)  環境保全のための措置の実施状況 

2  調査地域 

調査地域は、図 1 に示す計画地及びその周辺地域とした。 

3  調査手法 

(1) 調査期間 

ア 予測した事項 

（ア） 建設機械の稼働に伴う排出ガスによる大気質の状況 

建設機械から発生する排出ガス量が最大となる時点（工事開始後 25 か月目）にお 

ける 7 日間とした。 

・平成 30 年 7 月 20 日（金）から 7 月 26 日（木）まで 

（イ） 工事用車両の走行に伴う排出ガスによる大気質の状況 

工事用車両から発生する排出ガス量が最大となる時点（工事開始 31 か月目）にお 

ける 7 日間とした。 

     ・平成 31 年１月 23 日（水）から１月 29 日（火）まで 

イ 予測条件の状況 

原則的に「ア 予測した事項」と同一期間とし、工事用車両の台数及び断面交通量に 

ついては、次の１日とした。 

・平成 31 年１月 28 日（月）6:00 から 29 日（火）6:00 まで 
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ウ 環境保全のための措置の実施状況 

     工事の施行中の随時とした。 

(2)   調査地点 

ア 予測した事項 

（ア） 建設機械の稼働に伴う排出ガスによる大気質の状況 

  ・図 3 に示す計画地敷地境界上の４地点とした。 

（イ） 工事用車両の走行に伴う排出ガスによる大気質の状況 

・図 4 に示す６地点及び図 5 に示す計画地周辺の一般環境大気質測定局 10 地点と参 

考として自動車排出ガス測定局 13 地点とした。 

イ 予測条件の状況 

（ア） 建設機械の稼働に伴う排出ガスによる大気質の状況 

① 気象の状況（風向、風速、気温、湿度） 

図 3 に示す計画地敷地内の１地点とした。 

② 建設機械の稼働状況（種類、台数、使用状況） 

計画地内とした。 

③ 一般環境大気質（バックグラウンド濃度） 

図 5 に示す計画地周辺の一般環境大気測定局とした。 

（イ） 工事用車両の走行に伴う排出ガスによる大気質の状況 

① 気象の状況（風向、風速、気温、湿度） 

図 3 に示す１地点とした。 

② 工事用車両の台数及び断面交通量 

図 4 に示す計画地周辺の６地点とした。 

③ 一般環境大気質（バックグラウンド濃度） 

図 5 に示す計画地周辺の一般環境大気測定局とした。 

ウ 環境保全のための措置の実施状況 

     計画地内及びその周辺とした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



10 

 

図 3 建設機械の稼働に伴う排出ガスによる大気質の状況地点 

① 

② 

③ 

④ 

2,500 

1,500 

30 60m 注）この地図は、東京都知事の承認を受けて、東京都縮尺 2,500 分の 1 地形

図を利用して作成したものである。（承認番号）2 都市基交著第 20 号 
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図 4 工事用車両の走行に伴う排出ガスによる大気質及び交通量調査地点 

① 

⑤ 

⑥ 

③ 

④ 

② 
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図 5 測定局の配置図 

⑯ 
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(3)   調査方法 

ア 予測した事項 

調査方法を表 2 に示す。 

データの整理にあたっては、各測定データの日平均値、期間平均値、最大値等を求め 

た。 

大気質調査は、「大気の汚染に係る環境基準について」（昭和 48 年 5 月 8 日環境庁告 

示第 25 号）、「二酸化窒素に係る環境基準について」（昭和 53 年 7 月 11 日環境庁告示 

第 38 号）に定める方法で実施した。 

 

表 2 大気汚染の調査方法一覧 
調査項目 調査方法 

浮遊粒子状物質 β線吸収法（JIS B 7954） 

二酸化窒素 オゾンによる化学発光方式（JIS B 7953） 

気象（風向・風速、気温・温度） 地上気象観測指針（気象庁） 

建設機械の稼働状況 目視による確認及び関連資料の整理による方法 

工事用車両の台数及び断面交通量 
目視による計数の連続調査及び関連資料の整理
による方法 

 

イ 予測条件の状況 

        「ア 予測した事項」と同様とした。 

ウ 環境保全のための措置の実施状況 

      現地調査及び関連資料の整理による方法とした。 
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4  調査結果 

4.1 事後調査の結果の内容 

(1) 予測した事項 

 ア 建設機械の稼働に伴う排出ガスによる大気質の状況 

事後調査結果を表 3 及び表 4 に示す。 

（ア）浮遊粒子状物質 

調査地点毎の期間平均値（７日間）は、0.021～0.028mg/m3、1 時間値の 1 日平 

均値の最大値が 0.034～0.041mg/m3、１時間値の最大値が 0.045～0.062mg/m3であ 

った。 

 

   表 3 浮遊粒子状物質調査結果 
  調査日（平成 30 年 7 月 20 日（金）～7 月 26 日（木）） 

単位：mg/m3 

 
注） 網掛は期間中の各地点の最大値を示す。 

 

 

 

 

 

地点名 

 調査日

7月20日(金)

7月21日(土)

7月22日(日)

7月23日(月)

7月24日(火)

7月25日(水)

7月26日(木)

期間平均値

日平均最大値

環境基準

7月20日(金)

7月21日(土)

7月22日(日)

7月23日(月)

7月24日(火)

7月25日(水)

7月26日(木)

期間最大値

環境基準 1時間値が0.20以下

0.025 0.033 0.026 0.023

0.062 0.045 0.056 0.057

0.044 0.056 0.057

0.046 0.045 0.042 0.037

0.040 0.027 0.039 0.046

0.050 0.043 0.039 0.038

0.044

1時間値の1日平均値が0.10以下

1
時
間
値
の
最
大
値

0.052 0.021 0.035 0.030

0.040 0.051 0.037

0.062

0.028 0.021 0.027 0.022

0.041 0.034 0.041 0.036

0.030 0.027 0.029 0.025

0.015 0.015 0.016 0.016

0.027 0.022 0.028 0.022

0.041 0.034 0.041 0.036

0.025 0.015 0.024 0.018

0.030 0.022 0.029 0.023

①敷地境界
北側

②敷地境界
東側

③敷地境界
南側

④敷地境界
西側

1
時
間
値
の
1
日
平
均
値

0.025 0.014 0.020 0.016
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(イ) 二酸化窒素 

調査地点毎の期間平均値（７日間）は、0.011～0.015ppm、1 時間値の 1 日平 

均値の最大値 が 0.015～0.019ppm であった。 

 

 表 4 二酸化窒素調査結果 

調査日（平成 30 年７月 20 日（金）～７月 26 日（木）） 
単位:ppm 

 

注）網掛は期間中の各地点の最大値を示す。 

地点名 

 調査日

7月20日(金)

7月21日(土)

7月22日(日)

7月23日(月)

7月24日(火)

7月25日(水)

7月26日(木)

期間平均値

日平均最大値

環境基準

0.018 0.019 0.018 0.015

1時間値の1日平均値が0.04から0.06までのゾーン内又はそれ以下

0.012 0.019 0.017 0.012

0.015 0.013 0.015 0.011

1
時
間
値
の
1
日
平
均
値

0.018 0.009 0.011 0.007

0.017 0.013 0.014 0.010

0.016 0.016 0.018 0.015

0.016 0.016 0.017 0.013

0.008 0.009 0.007

0.018 0.013 0.017 0.012

0.008

①敷地境界
北側

②敷地境界
東側

③敷地境界
南側

④敷地境界
西側
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イ  工事用車両の走行に伴う排出ガスによる大気質の状況 

事後調査結果は表 5 及び表 6 に示す。 

（ア）浮遊粒子状物質 

調査地点毎の期間平均値（７日間）は、0.009～0.011mg/m3、1 時間値の 1 日平 

均値の最大値が 0.015～0.018mg/m3、１時間値の最大値が 0.029～0.035mg/m3であ 

った。 

 

表 5 浮遊粒子状物質調査結果 
  調査日（平成 31 年１月 23 日（水）～１月 29 日（火）） 

単位：mg/m3 

注） 網掛は期間中の各地点の最大値を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地点名 

 調査日

1月23日(水) 0.013 0.015 0.015 0.015 0.015 0.017

1月24日(木) 0.006 0.005 0.005 0.006 0.006 0.005

1月25日(金) 0.008 0.010 0.009 0.009 0.009 0.011

1月26日(土) 0.008 0.008 0.008 0.008 0.009 0.010

1月27日(日) 0.004 0.004 0.004 0.005 0.005 0.005

1月28日(月) 0.015 0.015 0.015 0.016 0.016 0.018

1月29日(火) 0.013 0.012 0.012 0.013 0.014 0.013

期間平均値 0.009 0.010 0.010 0.010 0.011 0.011

日平均最大値 0.015 0.015 0.015 0.016 0.016 0.018

環境基準

1月23日(水) 0.021 0.029 0.023 0.023 0.021 0.023

1月24日(木) 0.014 0.009 0.010 0.011 0.012 0.011

1月25日(金) 0.014 0.019 0.019 0.017 0.016 0.020

1月26日(土) 0.017 0.020 0.023 0.020 0.018 0.021

1月27日(日) 0.009 0.006 0.007 0.010 0.011 0.009

1月28日(月) 0.035 0.030 0.029 0.032 0.031 0.034

1月29日(火) 0.022 0.019 0.019 0.021 0.024 0.021

期間最大値 0.035 0.030 0.029 0.032 0.031 0.034

環境基準

1
時
間
値
の
1
日
平
均
値

1時間値の1日平均値が0.10以下

1
時
間
値
の
最
大
値

1時間値が0.20以下

①旭町
第二保育園前

②光が丘
パークタウン
大通り南前

③光が丘
春の風

小学校前

④光が丘
第八保育園前

⑤光が丘
第二保育園前

⑥赤塚新町
三丁目
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（イ）二酸化窒素 

調査地点毎の期間平均値（７日間）は、0.012～0.022ppm、1 時間値の 1 日平 

均値の最大値が 0.029～0.041ppm であった。 

 

 表 6 二酸化窒素調査結果 

調査日（平成 31 年１月 23 日（水）～１月 29 日（火）） 

単位：ppm 

 
注 1）環境基準は、「二酸化窒素に係る環境基準について」（昭和 53 年環境庁告示第 38 号）とした。 

注 2）網掛は期間中の各地点の最大値を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地点名 

 調査日

1月23日(水) 0.029 0.023 0.030 0.028 0.028 0.035

1月24日(木) 0.010 0.002 0.009 0.008 0.008 0.012

1月25日(金) 0.024 0.016 0.024 0.021 0.022 0.029

1月26日(土) 0.015 0.008 0.014 0.014 0.014 0.019

1月27日(日) 0.009 0.003 0.007 0.007 0.006 0.007

1月28日(月) 0.036 0.029 0.035 0.033 0.035 0.041

1月29日(火) 0.014 0.004 0.010 0.009 0.008 0.012

期間平均値 0.020 0.012 0.018 0.017 0.017 0.022

日平均最大値 0.036 0.029 0.035 0.033 0.035 0.041

環境基準

1
時
間
値
の
1
日
平
均
値

1時間値の1日平均値が0.04から0.06までのゾーン内又はそれ以下

①旭町
第二保育園前

②光が丘
パークタウン
大通り南前

③光が丘
春の風

小学校前

④光が丘
第八保育園前

⑤光が丘
第二保育園前

⑥赤塚新町
三丁目
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（2） 予測条件の状況 

 ア 建設機械の稼働に伴う排出ガスによる大気質の状況 

（ア）気象の状況（風向、風速、気温、湿度） 

調査期間中の気象状況を表 7 及び図 6 に示す。 

調査期間中の最多風向が SSW、期間平均風速が 1.1m/s、期間平均気温が

30.3℃、期間平均湿度が 57％であった。 

 

   表 7 気象調査結果（日平均） 

 

 

  図 6 調査期間中の風配図 

 

 

：出現頻度 ：風向別風速

-10

0

10

20

30
N

NNE

NE

ENE

E

ESE

SE

SSE

S

SSW

SW

WSW

W

WNW

NW

NNW

1 2 3

（％）

（m/s）

calm

10.7％

　　　 　項目
 月日

平均風速
(m/s)

最多風向
出現頻度
（％）

静穏率
（％）

平均気温
(℃)

平均湿度
(％)

天候

7月20日(金) 1.6 SSW 62.5 4.2 30.4 59 晴

7月21日(土) 1.0 SSW 37.5 33.3 31.0 58 晴

7月22日(日) 0.7 NE 20.8 25.0 31.7 56 晴

7月23日(月) 1.2 NNE 41.7 4.2 32.8 45 晴

7月24日(火) 0.9 NNE 20.8 4.2 30.4 60 曇

7月25日(水) 1.1 ENE,S 16.7 4.2 28.5 68 曇

7月26日(木) 0.9 ESE 50.0 0.0 26.9 57 曇

期間平均値 1.1 SSW 22.0 10.7 30.3 57 -
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（イ） 建設機械の稼働状況（種類、台数、使用状況） 

調査期間中は解体工事、土工事及び杭工事が行われており、表 8 及び図 7 に示

す建設機械が稼働していた。 

表 8(1) 建設機械の稼働状況 

 

1
バックホウ
（1.0ｍ3）

ＳＫ260Ｄ コベルコ建機㈱ 特定特殊自動車

2
バックホウ
（1.0ｍ3）

ＳＫ260Ｄ コベルコ建機㈱ 特定特殊自動車

3
バックホウ
（0.8ｍ3）

ＺＡＸＩＳ210Ｋ 日立建機㈱ 特定特殊自動車

4
ラフテレ―ンクレーン
（70ｔ）

ＣＲＥＶＯ700 ㈱タダノ 特定特殊自動車

5
ラフテレ―ンクレーン
（70ｔ）

ＣＲＥＶＯ700 ㈱タダノ 特定特殊自動車

6
オールテレーンクレーン
（350ｔ）

ＡＣ-350Ｊ ＤＥＭＡＧ ―

7 フォークリフト ＧＥＮＥO45 トヨタ ―

8 フォークリフト ＦＨＤ35Ｔ5Ｓ ユニキャリア㈱ ―

9 杭打機 ＤＨ658-135Ｍ 日本車輌製造㈱ 特定特殊自動車

10
クローラクレーン
（70ｔ）

7070Ｇ コベルコ建機㈱ 特定特殊自動車

11
バックホウ
（0.45ｍ3）

ＳＨ125Ｘ-6 住友建機㈱ 特定特殊自動車

12 発電機 ＮＥＳ610ＳＭ 日本車輌製造㈱ ―

13 発電機 ＤＣＡ220ＥＳ デンヨー㈱ 第２次対策型

14
ミニクレーン
（4.9ｔ）

LC785-6 ㈱コマツ 第２次対策型

15
ミニクレーン
（4.9ｔ）

ＬＣ785Ｍ-8 ㈱コマツ 第２次対策型

16
クローラクレーン
（25ｔ）

ＣＲＥＶＯ250 ㈱タダノ 第２次対策型

17
ラフテレ―ンクレーン
（50ｔ）

ＣＲＥＶＯ500 ㈱タダノ 第２次対策型

18
ラフテレ―ンクレーン
（25ｔ）

ＣＲＥＶＯ250 ㈱タダノ 第１次対策型

19
バックホウ
（0.14ｍ3）

ＰＣ40ＭＲ ㈱コマツ 特定特殊自動車

20 発電機 DCA-45ＬＳK デンヨー㈱ 第３次対策型

21 発電機 DCA-25ＬＳK デンヨー㈱ 第３次対策型

22
バックホウ
（0.8ｍ3）

ZAXIS225ＵＳＲ 日立建機㈱ 特定特殊自動車

23
バックホウ
（0.28ｍ3）

ＨＤ308ＵＳ ㈱加藤製作所 特定特殊自動車

24
ラフテレ―ンクレーン
（25ｔ）

ＣＲＥＶＯ250 ㈱タダノ 第２次対策型

25 発電機 ＤＣＡ-100ＥＳI デンヨー㈱ 第２次対策型

17
建設機械 型式 製造元 排ガス対策

稼働状況

7 8 9 10 11 1812 13 14 15 16
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表 8(2) 建設機械の稼働状況 

 
注 1）42、43 の重機は７月 25 日（水）から稼働有。 

注 2）網掛けは稼働時を示す。 

表 9 建設機械の種類及び台数の予測条件と事後調査結果との比較 

土・杭工事の予測条件 事後調査結果 

建設機械 規格 稼働台数 規格 稼働台数 

クローラークレーン 100t 以下 3 100t 以下 6 

ラフテレ―ンクレーン ―  25～70t 5 

オールテレ―ンクレーン ―  350t 1 

ジャイアントブレーカー ― 2 ―  

バックホウ 0.4 ㎥ 2 0.45 ㎥以下 6 

0.7 ㎥ 4 0.5～0.8 ㎥ 5 

―  1.0 ㎥ 2 

ブルドーザー ― 1 ―  

環境集塵機 ― 1 ―  

全周旋回機（CD 機） ― 3 ― 1 

アースドリル機・杭打機 ―  ― 3 

削孔機 ―  ― 1 

油圧式破砕機 1.6 ㎥ 2 ―  

フォークリフト ―  ― 2 

発電機 ―  ― 11 

合計 ― 18 ― 43 

26 発電機 ＤＣＡ-100ＬＳ デンヨー㈱ 第３次対策型

27 発電機 ＳＤＧ150 AIRMAN 第３次対策型

28
アースドリル機
（30ｔ）

ＥＤ6500 日本車輌製造㈱ ―

29
アースドリル機
（30ｔ）

ＥＤ6500 日本車輌製造㈱ ―

30
バックホウ
（0.5ｍ3）

ＰＣ138ＵＳ ㈱コマツ 特定特殊自動車

31
バックホウ
（0.5ｍ3）

ＰＣ138ＵＳ ㈱コマツ 特定特殊自動車

32
クローラクレーン
（100ｔ）

1000ＨＬＸ
日立住友重機械建
機クレーン㈱

特定特殊自動車

33 発電機 ＤＣＡ-150ＳＰＭ デンヨー㈱ 第１次対策型

34 発電機 ＤＣＡ-60ＬＳ デンヨー㈱ 第３次対策型

35 発電機 ＮＥＳ150ＴI 日本車輌製造㈱ 第３次対策型

36
バックホウ
（0.5ｍ3）

ＳＨ135Ｘ 住友建機㈱ 特定特殊自動車

37
クローラクレーン
（90ｔ）

ＤＣＨ900 ＩＨＩ 第１次対策型

38 削孔機 ＲＰＤ-160Ｃ 鉱研工業㈱ 特定特殊自動車

39
バックホウ
（0.22ｍ3）

RX-505 クボタ 第２次対策型

40 発電機 RTP-3HH 日本車輌製造㈱ 第３次対策型

41 全周旋回機（CD機） RT200H 日本車輌製造㈱ ―

42
バックホウ
（0.45ｍ3）

SK130SR コベルコ建機㈱ 第１次対策型

43
バックホウ
（0.11ｍ3）

RX-406 クボタ 第１次対策型
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建設機械 型式 製造元 排ガス対策

稼働状況
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